
　

都道府県名 事業実施主体 地域再生計画名

計画期間 評価責任者

地域再生計画（地方創生汚水処理施設整備推進交付金）中間評価調書

茨城県 笠間市 「かさまの　粋」水と緑のふる里再生計画

平成28年度～令和２年度 笠間市上下水道部長

基準値 中間目標値 最終目標値

基準年度 年度 中間実績 基準年度

整備量（その他の事業では取組内容）

計画
中間年度
（R1）

最終実績
見込み

指標 中間評価 達成状況 中間目標値の実現状況に関する評価

指標１ 社会増減率の向上 △0.03% Ｈ27 0.52% Ｈ30 △0.09% 1.00% Ｒ2 ×
指標
総数

達成
数

中間目標値を下回っているが、引き続き計画に則した整備による生活環境の向上を図り、目標達成を目
指して努力していく。

指標２
河川の水質改善　ＢＯＤ値の改善
涸沼前川・砂川橋地点
涸沼川の仁古田橋地点

1.3㎎/ℓ
1.2㎎/ℓ

Ｈ27
1.2㎎/ℓ
1.1㎎/ℓ

Ｈ30
2.0㎎/ℓ
1.4㎎/ℓ

1.0㎎/ℓ
1.0㎎/ℓ

Ｒ2 × 3 1
中間目標値を下回っているが、引き続き水質改善のため高度処理合併浄化槽の設置や農業集落排水を整
備することにより、目標達成の見込みである。

指標３ ふるさと、環境保全活動の活性化 27組織 Ｈ27 32組織 Ｈ30 38組織 38組織 Ｒ2 ○ 既に最終目標値を達成している。

②地域再生計画に記載した
数値目標以外の波及効果の
実現状況

指標１

指標２

③事業の進捗状況 事業名 事業の進捗状況に関する評価

特別措置を適用して行う
事業

農業集落排水事業 14,480ｍ 10,117ｍ 14,480ｍ 全体の整備は計画通りに進んでいる。

浄化槽（個人設置型）整備事業 900基 428基 722基 当初計画に対し約２割下回っているため、必要に応じ、計画の見直しも視野に入れ、引き続き、計画に則した整備を目指していく。

その他の事業

計画外で独自に実施した
事業

巴川探検隊・涸沼川探検隊事業
霞ヶ浦・涸沼水域に於ける水質・生
態調査、ゴミの不法投棄などの回収

小学校高学年を対象として、身近な水環境の水質調査・生態調査を行い、地域自然の保全を目的に生涯学習の一環として実施している。

④評価方法 評価委員会を１２月末までに開催予定

⑤中間評価の公表方法 笠間市下水道課のホームページに掲載予定

⑥計画全体の総合評価
本地域再生計画では、汚水処理施設整備交付金を活用した、農業集落排水事業、浄化槽（個人設置型）整備事業を一体的に行うことにより、自然環境の保全、集落の良好な生活環境の改善を図っている。なお、河川の水質改善目標には達し
ていないが、引き続き汚水処理施設整備交付金を活用して農業集落排水事業、浄化槽（個人設置型）整備事業を展開することにより、水質改善に取り組んでいく。

中間評価結果の反映状況 有りの場合その具体的内容

　　 地域再生計画の見直し  (　　有　・　　無     )
農集排については、計画通り完了することにより目標は達成される見込みであるが、浄化槽については、整備が遅れていることから、中間評価の結果を
踏まえ、地域再生計画を見直す。

     令和２年度予算要望額への反映　(　有　・　　無  ) 農集排については、経費削減を図ったことにより事業費を減額する。浄化槽については、地域再生計画の見直しにより削減した分を、他の交付金等で整
備する。　　 有りの場合の増減額　　△５２，８５４千円

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

⑦今後の方針等

⑧今後の方針等に対する
対応

●地域再生計画の見直しを予定
●農集排の経費削減及び浄化槽の整備基数削減に伴う、整備事業量、事業費の見直し
　・整備事業量
　　　浄化槽：当初　９００基　→　見直し後　７２２基　［１７８基減］
　・令和２年度の事業費
　　　当初　３７９，９４０千円　→　見直し後　２７０，３７８千円［１０９，５６２千円（うち交付金５２，８５４千円）減］
　・総事業費
　　　当初　１，８４３，７００千円　→　見直し後　１，６９９，４４４千円［１４４，２５６千円減（うち交付金６４，７７７千円減）］


